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「こっちにもまいて！」。参詣者から声が上がりました

除
災
得
幸

福
は
内

除
災
得
幸

福
は
内
―
―
。
身
延
別
院
の
節
分
会
と
星

祭
り
が
二
月
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
日
本
橋
小
伝
馬
町
の
当
院
に
は
一

年
の
幸
福
と
社
会
の
安
穏
を
願
う
参
詣
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

節
分
は
二
十
四
節
気
の
気
候
が
移
り
変
わ
る
「
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の

前
日
」
の
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
春
を
迎
え
る
こ
と
は
新
年
を
迎
え
る

こ
と
と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
節
目
だ
っ
た
た
め
、
室
町
時
代
の
頃
か
ら
、
節
分
と

い
え
ば
立
春
の
前
日
だ
け
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り

目
に
は
邪
気
が
入
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に
邪

気
を
払
っ
て
福
を
呼
び
込
む
た
め
、
宮
中
行
事
と
し
て
追
儺
（
つ
い
な
）
と
い
う

行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
行
事
の
一
つ
、
豆
打
ち
の
名
残
り

が
「
豆
ま
き
」
で
す
。

午
後
一
時
か
ら
本
堂
で
節
分
会
の
法
要
が
営
ま
れ
、
檀
信
徒
約
百
五
十
人
が
参

列
し
ま
し
た
。
当
院
ゆ
か
り
の
お
上
人
が
た
が
法
華
経
の
序
品
、
方
便
品
、
寿
量

品
、
神
力
品
、
普
門
品
を
力
強
く
読
誦
し
た
後
、
一
年
の
安
穏
を
願
っ
て
ご
祈
祷

を
行
い
ま
し
た
。
午
後
一
時
五
十
分
ご
ろ
か
ら
豆
ま
き
と
な
り
、
住
職
を
は
じ

め
、
年
男
・
年
女
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
「
除
災
得
幸

福
は
内
」
と
言
い
な
が

ら
境
内
の
参
詣
者
に
向
か
っ
て
福
豆
や
福
銭
を
ま
き
ま
し
た
。

今
年
の
節
分
会
は
日
曜
日
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
家
族
連
れ
の
姿
が
目
立
ち
ま

し
た
。
「
ぼ
く
は
豆
の
ほ
か
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
キ
ャ
ッ
チ
し
た
よ
」
「
私
は

福
銭
を
こ
ん
な
に
手
に
入
れ
た
！
」
―
―
子
ど
も
さ
ん
が
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

に
自
慢
す
る
、
元
気
な
声
が
あ
ち
こ
ち
で
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

（
平
山
）

た
く
さ
ん
の
参
詣
者
で
に
ぎ
わ
う
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第
十
七
回

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
・
上
国
寺

応
永
年
間
の
創
建

全
国
の
日
蓮
宗
の
お
寺
を
お
参
り
し
、
ご
首
題
を
い
た

だ
く
旅
も
、
こ
の
ご
ろ
は
な
か
な
か
時
間
が
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
休
み
の
日
の
土
曜
、
日
曜
日
も
何

か
と
用
事
が
入
る
こ
と
が
多
く
な
る
一
方
、
都
内
や
千
葉

県
内
な
ど
の
近
場
の
お
寺
は
だ
い
た
い
行
き
尽
く
し
て
し

ま
い
、
時
間
を
か
け
て
は
る
ば
る
訪
ね
る
お
寺
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、
初
め
て
の
お

寺
を
参
拝
す
る
と
き
は
、
事
前
に
手
紙
や
電
話
で
連
絡
を

取
っ
て
お
く
と
か
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
ご
住
職
に
紹
介

を
い
た
だ
い
て
都
合
を
確
か
め
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

さ
て
今
回
、
ご
紹
介
す
る
上
国
寺
は
Ｊ
Ｒ
茅
ケ
崎
駅
か

ら
徒
歩
三
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
住
宅
街
に

あ
る
お
寺
で
す
か
ら
、
対
応
し
て
く
れ
る
人
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
お
寺
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
念
の
た
め
、
以
前
に
茅

ケ
崎
市
内
の
お
寺
を
参
拝
し
た
と
き
に
知
り
合
い
に
な
っ

た
ご
住
職
に
上
国
寺
に
つ
い
て
電
話
で
尋
ね
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
「
上
国
寺
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
は
だ
れ
も
い
ま

せ
ん
よ
。
お
寺
の
行
事
や
法
事
が
あ
る
と
き
だ
け
、
東
京

都
内
の
お
寺
か
ら
代
務
の
住
職
が
み
え
る
の
で
す
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
え
っ
、
そ
う
な
の
で
す
か
」
と

私
。
手
紙
で
連
絡
を
取
っ
て
も
、
次
に
法
事
が
あ
る
と
き

ま
で
手
紙
が
読
ま
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
上
国
寺
は
、
応
永
年
間
（
一
三
六
八
～
七
四
年
）
に
、

日
蓮
聖
人
の
有
力
檀
越
、
下
総
の
守
護
職
・
千
葉
胤
貞

の
縁
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
お
寺
で
す
。

開
基
は
大
乗
院
日
経
上
人
で
あ
る
と
言
い
、
日
経
上
人
は

み
ず
か
ら
の
師
で
あ
る
中
山
法
華
経
寺
三
世
・
浄
行
院
日

祐
上
人
を
開
山
と
仰
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
正
十
一
年
作

の
祖
師
像
は
茅
ケ
崎
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
名
刹
で
し
た
か
ら
、
私
は
ぜ
ひ
参
拝
し
て
、

ご
首
題
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
連
絡
が
取

れ
な
い
の
で
は
残
念
で
す
。

と
こ
ろ
が
で
す
。
電
話
で
尋
ね
た
こ
の
ご
住
職
は
、
東

京
都
内
の
お
寺
の
名
前
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
お
寺
は
、
以
前
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、

ご
住
職
や
奥
様
と
親
し
く
話
を
し
た
お
寺
で
し
た
。
不
思

議
な
ご
縁
で
す
。
さ
っ
そ
く
電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
み
る

と
、
一
月
一
日
の
午
前
中
に
上
国
寺
で
新
年
の
行
事
を
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
最
初
に
私
が
い
た
だ
い
た
ご
首

題
は
上
国
寺
と
な
り
ま
し
た
。
（
平
山
徹
・
新
聞
記
者
）

上国寺の住職は、都内の寺院住職が兼務していました
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イ
ン
ド
の
日
蓮
宗
寺
院
で
、
海
外
布
教
の
現
場

を
見
て
き
ま
し
た
―
―
。
身
延
別
院
副
住
職
の
藤

井
教
祥
師
が
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
、
イ
ン
ド
中

西
部
の
ナ
グ
プ
ー
ル
市
を
訪
れ
、
妙
海
山
龍
宮
寺

の
十
三
周
年
記
念
法
要
に
臨
み
ま
し
た
。

龍
宮
寺
は
日
蓮
宗
の
篤
信
者
・
小
川
法
子
女
史

と
イ
ン
ド
人
の
熱
心
な
仏
教
徒
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
、
平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
に
盛
大
な
落

慶
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
地
上
二
階
建
て
、
間

口
十
一
間
・
奥
行
き
二
十
間
、
延
べ
四
百
坪
と
い

う
大
き
な
本
堂
を
持
つ
大
寺
院
で
す
。

今
回
の
十
三
周
年
記
念
法
要
に
際
し
て
、
日
蓮

宗
の
海
外
布
教
組
織
で
あ
る
国
際
仏
教
親
交
会
か

ら
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
（
全
日
青
）
へ
参
加
の
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
当
院
副
住
職
は
現
在
、

全
日
青
執
行
部
で
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
日
青
の
若
手
僧
侶
三
人
と
記
念
法
要
に

出
仕
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
六

日
に
東
京
・
羽
田
空
港
を
出
発
し
、
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
経
由
で
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
な
ど
の
著
名
観
光
地
を
視
察
し

た
後
、
二
十
八
日
の
記
念
法
要
に
臨
み
ま
し
た
。

龍
宮
寺
の
境
内
は
、
現
地
の
人
々
で
あ
ふ
れ
、

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
副
住
職
は
、
日
本

か
ら
訪
れ
た
僧
侶
約
二
十
人
と
共
に
参
集
者
の
前

に
立
ち
、
法
華
経
要
品
を
読
誦
。
続
い
て
世
界
平

和
を
願
っ
て
ご
祈
祷
を
行
い
ま
し
た
。
法
要
は
一

時
間
ほ
ど
で
終
わ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
に
滞
在
し

た
四
日
間
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
三
十
日
に
は
無
事

に
帰
国
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
は
仏
教
が
生
ま
れ
た
国
で
す
が
、
現
在

で
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
を
信
仰
す
る
人
が
多
く
、
仏
教

は
廃
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
記
念
法
要
の
よ
う

な
行
事
に
は
、
確
か
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
炊
き
出
し
を
目
当
て

に
や
っ
て
く
る
人
も
多
く
、
純
粋
に
仏
教
を
信
仰

す
る
気
持
ち
か
ら
お
寺
を
訪
ね
る
人
は
少
な
い
よ

う
で
す
。
海
外
布
教
の
拠
点
と
し
て
大
寺
院
を
建

立
す
る
の
は
尊
く
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、

そ
の
後
、
お
寺
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
決
し
て

楽
な
こ
と
で
は
な
く
、
厳
し
い
現
実
を
感
じ
ま
し

た
。

タ
ー
ジ
マ
ハ
ー
ル
を
訪
れ
た
副
住
職
（
後
列
左
）

十
一
月
下
旬
で
し
た
が
イ
ン
ド
は
暖
か
か
っ
た
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身
延
別
院
の
檀
信
徒
の
一
行
が
一
月
六
日
、
千
葉
県

市
川
市
の
中
山
法
華
経
寺
荒
行
堂
と
総
武
霊
園
、
東
京

都
葛
飾
区
の
柴
又
帝
釈
天
・
題
経
寺
を
参
拝
し
ま
し

た
。
本
年
最
初
の
団
参
で
、
新
春
初
詣
で
す
。

参
加
し
た
の
は
藤
井
住
職
は
じ
め
檀
信
徒
の
皆
さ
ん

二
十
四
人
。
一
行
は
午
前
九
時
に
バ
ス
で
当
院
を
出
発

し
ま
し
た
。
最
初
に
訪
れ
た
法
華
経
寺
で
は
、
荒
行
堂

で
副
伝
師
と
し
て
化
導
中
の
札
幌
・
日
登
寺
住
職
、
佐

藤
光
則
上
人
を
見
舞
い
ま
し
た
。
日
登
寺
と
当
院
は
そ

れ
ぞ
れ
先
代
の
時
か
ら
親
交
が
あ
り
、
ま
た
、
佐
藤
上

人
と
当
院
住
職
は
身
延
山
の
信
行
道
場
で
同
じ
時
に
修

行
し
た
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

続
い
て
訪
れ
た
総
武
霊
園
で
は
当
院
開
山
で
身
延
山

久
遠
寺
第
七
十
三
世
法
主
の
文
明
院
日
薩
上
人
と
、
当

院
初
代
住
職
で
身
延
山
久
遠
寺
第
八
十
六
世
法
主
の
藤

井
日
静
上
人
の
お
墓
を
お
参
り
し
ま
し
た
。
総
武
霊
園

を
出
発
し
た
一
行
は
午
後
一
時
過
ぎ
に
葛
飾
区
の
柴
又

帝
釈
天
・
題
経
寺
に
到
着
。
本
堂
で
お
開
帳
を
受
け
た

後
、
同
寺
の
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
し
た
り
、
参
道

を
散
策
し
た
り
し
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

荒行堂の参拝を終えた檀信徒の皆さん

総武霊園で記念撮影する一行

当
院
の
新
年
祈
祷
会
に
は
三
百
人

身
延
別
院
で
正
月
三
ヶ
日
、
「
願
満
高
祖
日

蓮
大
菩
薩
」
御
開
帳
新
春
祈
祷
会
が
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。
当
院
の
新
年
最
初
の
恒
例
行
事
で
す
。
大

晦
日
の
夜
よ
り
門
扉
を
開
け
、
年
が
明
け
る
夜
中

の
零
時
か
ら
第
一
回
目
の
祈
祷
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
隣
接
す
る
十
思
公
園
で
は
除
夜
の
鐘
が
撞
か

れ
、
町
内
の
住
人
が
多
数
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
夜
中
の
零
時
か
ら
お
参
り
の
人
が
訪

れ
、
未
明
の
午
前
二
時
過
ぎ
ま
で
ご
祈
祷
が
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
休
み
を
は
さ
ん
で
、
午

前
八
時
か
ら
再
び
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
三
が
日
の

参
詣
者
は
約
三
百
人
に
上
り
ま
し
た
。
参
詣
者
に

は
住
職
か
ら
お
屠
蘇
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
祈
願
木

札
、
暦
、
葛
菓
子
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

御祈祷を受ける檀信徒の皆さん（１月２日、当院で）
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浅
草
を
舞
台
に
縁
結
び
の
集
い

身
延
別
院
青
年
会
は
十
二
月
十
五
日
、
「
お
坊
さ
ん

と
縁
結
び
合
コ
ン
」
を
開
き
ま
し
た
。
若
い
女
性
に
お

寺
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
青
年
会
が
企
画

し
ま
し
た
。
「
縁
結
び
」
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年

十
月
の
「
日
本
橋
七
福
神
め
ぐ
り
合
コ
ン
」
に
続
い
て

二
回
目
と
な
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
男
性
参
加
者
を

「
お
坊
さ
ん
」
と
限
定
、
舞
台
を
浅
草
に
し
た
と
こ
ろ

が
『
変
更
点
』
で
し
た
。

青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
未
婚
の
友
人
に
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
し

た
結
果
、
三
十
代
の
都
内
の
お
坊
さ
ん
四
人
と
、
二
十

代
の
女
性
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
富
山
県
や
京
都
府

か
ら
参
加
し
た
女
性
も
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
こ
の
日
午
後
二
時
に
浅
草
の
妙
音
寺
に
集
合

し
、
唱
題
行
と
自
我
偈
の
写
経
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
年
会
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
、
浅
草
寺
界
隈
や
合

羽
橋
商
店
街
な
ど
を
散
策
。
午
後
五
時
か
ら
は
、
浅
草

の
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
二
時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

青
年
会
で
は
今
年
四
月
に
も
縁
結
び
合
コ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、
ど
う
ぞ
当

院
副
住
職
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

副
住
職
が
寒
行

東
京
都
東
部
日
蓮
宗
青
年
会
の
寒
行
が
一
月
二
十
一

日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
当
院
か
ら
藤
井

教
祥
副
住
職
が
参
加
し
ま
し
た
。
寒
行
は
、
一
年
間
で

寒
さ
が
最
も
厳
し
く
な
る
こ
の
時
期
に
、
日
蓮
宗
の
僧

侶
が
団
扇
太
鼓
を
た
た
き
、
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
、

街
中
を
行
進
す
る
も
の
で
す
。

寒
行
の
初
日
、
副
住
職
を
は
じ
め
東
京
東
部
管
内
の

寺
院
の
若
手
僧
侶
四
人
が
午
後
六
時
に
当
院
を
出
発
。

会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
が
行
き
交
う
中
、
日

本
橋
浜
町
の
清
正
公
寺
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で
折
り
返
し

て
、
再
び
当
院
へ
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。
団
扇
太
鼓
の

大
き
な
音
に
驚
く
人
や
、
四
人
の
上
人
た
ち
に
思
わ
ず

合
掌
す
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

豆
入
れ
奉
仕
に
十
七
人

身
延
別
院
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
十
七
人
が
一
月
十

九
、
二
十
日
、
節
分
会
（
豆
ま
き
）
で
用
い
る
豆
の
袋

詰
め
を
地
下
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
ま
か
れ
た
豆
を

参
詣
者
が
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
、
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
詰
め
る
作
業
で
す
。
今
年
は
六
斗
五
升
分
の
豆
が
用

意
さ
れ
ま
し
た
。
檀
信
徒
さ
ん
た
ち
は
、
役
割
を
分
担

し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
、
一
万
袋
を
用
意
し

ま
し
た
。

豆
入
れ
奉
仕
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
以
下
の
皆

さ
ん
で
す
。

阿
久
津
喜
美
子
、
石
渡
日
出
子
、
伊
東
精
子
、
今
井

善
子
、
奥
野
洋
子
、
勝
見
登
志
子
、
北
村
孝
子
、
小
島

貴
恵
子
、
小
林
聰
子
、
佐
竹
美
智
子
、
杉
山
尊
子
、
鈴

木
薫
子
、
寺
久
保
ト
シ
子
、
林
好
江
、
丸
山
定
子
、
山

口
美
帆
子
、
龍
憲
吾
（
敬
称
略
）
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

寒行初日、当院に集まった若手僧侶

参加者全員で唱題行をしました



栃
木
、
岩
手
の
お
寺
が
当
院
を
団
参

栃
木
県
小
山
市
の
妙
建
寺
（
住
職
・
西
口
玄
修
上

人
）
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
二
十
一
人
が
一
月
二
十
三

日
、
当
院
を
参
拝
し
ま
し
た
。
妙
建
寺
は
建
武
元
年

（
一
三
三
四
年
）
の
創
建
で
、
日
蓮
聖
人
の
六
人
の
お

弟
子
さ
ん
の
一
人
、

伊
予
阿
闍
梨
（
い
よ
あ
じ
ゃ

り
）
日
頂
上
人
を
開
山
と
仰
ぐ
名
刹
で
す
。

住
職
の
西
口
上
人
が
大
学
生
だ
っ
た
時
、
当
院
で

随
身
を
し
て
い
た
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も
西

口
上
人
は
当
院
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
団

参
で
訪
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

一
行
は
こ
の
日
午
前
十
一
時
に
当
院
に
到
着
し
ま

し
た
。
本
堂
で
願
満
日
蓮
大
菩
薩
の

お
開
帳
を
受

け
、
地
下
ホ
ー
ル
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
当
院
を
後

に
し
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
十
二
月
十
五
日
に
は
、
岩
手
県
遠
野
市

の
法
華
寺
（
住
職
・
阿
部
是
秀
上
人
）
の
檀
信
徒
の
皆

さ
ん
三
十
四
人
が
当
院
を
参
拝
し
ま
し
た
。
毎
年
こ
の

時
期
に
参
拝
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。
当
院
と
法

華
寺
は
縁
が
深
く
、
住
職
の
阿
部
上
人
は
当
院
初
代
住

職
の
藤
井
日
静
上
人
が
身
延
山
法
主
だ
っ
た
こ
ろ
、
学

生
と
し
て
随
身
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
法
華
寺

の
開
山
は
当
院
初
代
の
藤
井
日
静
上
人
で
す
。
一
行
は

十
五
日
早
朝
に
当
院
に
到
着
。
地
下
ホ
ー
ル
で
休
憩

し
、
朝
食
を
と
っ
た
後
、
本
堂
で
お
開
帳
を
受
け
、
当

院
初
代
住
職
一
乗
院
日
静
上
人
、
二
世
妙
道
院
日
光
上

人
の
ご
回
向
を
行
い
ま
し
た
。

豆
ま
き
後
の
福
引
も
大
盛
況

二
月
三
日
の
節
分
会
で
は
、
豆
ま
き
の
後
、
豪
華
賞

品
の
当
た
る
福
引
き
が
本
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
男

・
年
女
と
し
て
申
し
込
み
を
済
ま
せ
た
檀
信
徒
さ
ん
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
商
品
は
本
年

も
、
帝
国
ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
、
薄
型
液
晶
テ
レ
ビ
な

ど
の
豪
華
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
博
多
鳥
鍋
セ
ッ
ト
な

ど
の
賞
品
が
総
代
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
機
か

ら
の
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
、
賞
品
を
引
き
当

て
た
檀
信
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
三
日
（
土
）
春
季
彼
岸
会
大
法
要

午
後
一
時
よ
り

四
月

一
日
（
月
）
願
満
祖
師
御
開
帳

八
日
（
月
）
花
ま
つ
り

十
三
日
（
土
）
十
三
日
講
法
要
並
法
話

願
満
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
当
院
副
住
職
が
、

昨
年
十
一
月
二
十
八
日
、
イ
ン
ド
の
日
蓮
宗
寺
院
を
訪

れ
、
法
要
に
参
列
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
様
子
を
特

集
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。
海
外
で
お
寺
を
維
持

し
続
け
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
と
い
う
こ
と
を
副

住
職
の
話
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
し
た
か
。
次
回
は
八
月
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

（
平
山
）

平成２５年（２０１３年）３月 願 満（年３回発行）

当院を参拝した妙健寺の檀信徒の皆さん

当院を参拝した法華寺の檀信徒の皆さん
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①

②

一般席 遺族席

焼香台

祭壇

導師式衆

御棺

出入口

図２セレモニーホールなど

①
④

③
②

（施主席） （縁故知人席）

祭壇

図１

位牌

香爐

焼香台

…

導師席

式
衆

想定上の境界。

破線の内側が

内陣、外側が外陣

式衆

＜御宝前＞

お
焼
香
の
仕
方
や
線
香
の
立
て
方
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

…

仏
教
何
で
も
質
問
箱

答
え

お
線
香
の
立
て
方
か
ら
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
立

て
る
本
数
で
す
が
、
三
本
か
一
本
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
二

本
や
四
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
儒
教
は
偶
数
を
用
い
ま
す

が
、
仏
教
は
奇
数
で
す
。
三
本
を
等
間
隔
に
香
爐
に
立
て

て
も
、
あ
る
い
は
三
本
を
ま
と
め
て
立
て
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
先
の
人
が
立
て
て
短
く
な
っ
た
線
香
の
す

ぐ
近
く
に
自
分
の
を
立
て
る
と
、
自
分
の
線
香
に
火
が
移

っ
て
、
根
元
近
く
が
焼
け
折
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

次
に
お
焼
香
の
作
法
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
回

数
で
す
が
、
こ
れ
も
線
香
と
同
じ
く
一
回
か
三
回
で
す
。

普
通
は
三
回
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
焼
香
台
の
前
に
立
ち
、

御
宝
前
に
向
か
っ
て
合
掌
し
て
恭
し
く
一
礼
し
ま
す
。
こ

の
時
、
男
性
は
決
し
て
仁
王
立
ち
（
両
足
を
開
き
気
味
に

立
つ
こ
と
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

両
足
は
必
ず
平
行
に
そ
ろ
え
ま
す
。
次
に
香
盒
か
ら
適
量

を
つ
ま
み
取
っ
て
目
の
高
さ
に
戴
き
、
そ
れ
を
香
炭
の
上

に
静
か
に
置
き
ま
す
。
こ
れ
を
三
回
繰
り
返
し
ま
す
。
燒

香
が
終
わ
っ
た
ら
、
再
び
合
掌
し
て
一
礼
し
て
焼
香
台
か

ら
離
れ
ま
す
。

以
上
は
焼
香
の
仕
方
で
す
。
順
序
が
逆
で
す
が
、
次
に

自
分
の
席
か
ら
焼
香
台
に
立
つ
前
ま
で
の
作
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

図
１
は
別
院
の
本
堂
で
す
。
法
事
の
場
合
は
御
宝
前
の

前
に
祭
壇
が
置
か
れ
、
そ
の
上
段
に
お
位
牌
が
置
か
れ
（
忌
明

け
法
要
の
場
合
は
お
骨
も
）
、
そ
の
下
段
に
は
お
供
物
な
ど
、

最
下
段
に
は
写
真
が
置
か
れ
ま
す
。
焼
香
台
は
そ
の
前
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
施
主
・
遺
族
席
は
正
面
に
向
か
っ
て
左
側
、
縁

故
知
人
席
は
向
か
っ
て
右
側
で
す
。
さ
て
、
焼
香
の
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
①
左
側
の
施
主
が
最
初
に
立
ち
上
あ
が

り
、
焼
香
台
へ
向
か
い
ま
す
が
、
こ
の
時
後
ろ
を
向
い
て
礼
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
族
に
対
し
て
も
礼
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
後
に
続
く
人
も
同
様
で

す
。
立
ち
上
が
っ
た
後
、
②
想
定
線
の
所
で
立
ち
止
ま
り
、
法

要
の
主
導
者
で
あ
る
導
師
の
方
を
向
い
て
合
掌
し
、
一
礼
し
た

の
ち
、
③
再
び
焼
香
台
に
向
か
っ
て
進
み
、
こ
こ
で
正
面
を
向

い
て
合
掌
、
一
礼
し
て
お
焼
香
し
ま
す
。
終
わ
っ
た
あ
と
自
席

に
戻
る
と
き
も
、
④
内
陣
と
外
陣
を
隔
て
る
想
定
線
の
所
で
立

ち
止
ま
り
、
合
掌
し
て
導
師
に
一
礼
し
た
あ
と
自
席
に
向
か
い

ま
す
。
以
上
が
焼
香
台
に
向
か
う
作
法
で
す
。

図
２
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
に
お
け
る
通
夜
告
別
式

な
ど
の
配
置
で
す
。
遺
族
席
が
一
般
参
列
者
と
区
別
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
要
領
は
同
じ
で
す
。
お
焼
香
は
遺
族

が
先
に
し
ま
す
。
一
般
参
列
者
が
多
い
場
合
は
燒
香
台
が
左
右

に
拡
が
り
、
香
爐
が
い
く
つ
も
置
か
れ
、
ま
た
入
り
口
付
近
に

も
置
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
般
参
列
者
と
し
て
お
焼
香

す
る
と
き
は
、
①
立
ち
上
が
っ
て
燒
香
台
に
向
か
い
ま
す
が
、

た
い
て
い
導
師
の
後
ろ
に
焼
香
台
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
導

師
に
対
し
て
礼
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
焼
香
台
に
向

か
っ
て
合
掌
し
て
一
礼
。
そ
の
あ
と
三
回
お
焼
香
し
ま
す
。
終

わ
っ
て
合
掌
一
礼
。
こ
の
あ
と
、
③
遺
族
に
対
し
て
一
礼
し
て

か
ら
自
席
に
戻
り
ま
す
。
後
に
続
く
人
は
同
様
に
し
ま
す
。

ど
ん
な
場
合
で
も
お
焼
香
の
時
は
、
御
霊
に
対
し
て
こ
の
香

の
煙
を
ご
供
養
と
し
て
捧
げ
ま
す
、
と
恭
し
く
心
を
こ
め
て
お

焼
香
し
ま
し
ょ
う
。
粗
野
粗
雑
な
態
度
は
禁
物
で
す
。


